
【主な改定のポイント】
〇 県が推進する施策である「パートナーシップ構築宣言」の公表や

「埼玉県SDGsパートナー」の登録を評価対象とする
〇 これまでの運用実績における課題を踏まえた見直しを行う

１ 県が推進する施策を踏まえた評価項目
① 価格転嫁のための「パートナーシップ構築宣言」の公表
② SDGsの取組

２ 運用実績における課題等を踏まえた評価項目等の見直しによる改定
① 災害防止活動等の協定
② 災害防止活動等の実績
③ 災害復旧工事契約実績の削除
④ 継続教育（CPD）への取組
⑤ インターンシップ等の受入れ実績
※ここに記載していない改正点もございますので、新旧対照表をご確認ください。

令和５年度の改定方針
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埼玉県彩の国埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



価格転嫁のための「パートナーシップ構築宣言」の公表
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価格転嫁のための「パートナーシップ構築宣言」の公表
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コ（カ）パートナーシップ構築宣言の公表

※１ 入札公告日時点において、入札参加者が当該宣言を作成し、かつ評価日※２時点において、
（公財）全国中小企業振興機関協会が運営するポータルサイトで公表している場合に評価する。

※２ 評価日とは、発注者が技術資料を受領し、技術資料の評価を行う日とする。

【令和５年度の改訂】
県が推進する施策である適切な価格転嫁のための「パートナーシップ構築宣言」を公表した
企業を評価する

評価項目 評価基準 配点
（ カ ） パ ー ト
ナーシップ
構築宣言の
公表※１

パートナーシップ構築を宣言し、（公財）全国中小企業振興機
関協会が運営するポータルサイトで公表している。 0.5

上記に該当しない。 0

○「パートナーシップ構築宣言」について
サプライチェーンの取引先や価値創造を図る事業者の皆様との連携・共存共栄を進めることで、新たな
パートナーシップを構築することを、「発注者」側の立場から企業の代表者の名前で宣言するもの



SDGsの取組
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県におけるSDGsの主な取組

〇SDGs庁内推進本部
〇SDGs官民連携プラットフォーム

〇SDGsパートナー

〇埼玉版SDGs推進アプリ
『S3（エスキューブ）』

〇「SDGs未来都市」の選定
・
・
・



SDGsの取組
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コ（キ）SDGsの取組

※１ 入札公告日時点において、入札参加者が埼玉県SDGsパートナーに登録されている場合に
評価する。

【令和５年度の改訂】
県が推進する施策である「埼玉県SDGsパートナー」に登録した企業を評価する

評価項目 評価基準 配点
（ キ ） 埼 玉 県
SDGs パ ー ト
ナーへの
登録※１

埼玉県SDGsパートナーに登録している。 0.5

上記に該当しない。 0

「埼玉県SDGsパートナー」について
SDGsに自ら取り組むとともに、その実施内容を公表する県内企業・団体等を県が登録する制度



災害防止活動等の協定
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評価項目 評価基準 配点※４３

（ ア ） 災 害 防
止活動等の
協定※１

県機関等と協定等※２を締
結し、災害防止活動等への
協力体制を整えている。

当該発注課所※３２管内に本店又
は主たる営業所を置いている。

1.0
［2.0］

上記以外。 0.5
［1.0］

上記に該当しない。 0
［ 0 ］

イ（ア）災害防止活動等の協定

※１ 県機関等との協定書や登録証（企業単体の場合）又は証明書（団体の場合）などにより、入
札公告日時点において協力体制を確認できるものとする。なお、国又は市町村との協定（協力体制）は
評価対象としない。
※２ 「県機関等と協定等」の記述は、発注者が必要に応じて協定を選択できるものとする。
※３２ 「当該発注課所」の記述は、発注者が必要に応じて設定できるものとする。
※４３ ［ ］内の点数は、地域担手型、実績重視型及び施策チャレンジ型に適用する。

【令和５年度の改訂】
該当する工事によって適切な協定を評価するため、評価対象とする協定等を必要に応じて設定でき
るように変更する



災害防止活動等の実績
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評価項目 評価基準 配点
（ イ ） 災 害 防
止活動等の
実績※１

過去２年度間※２に下記の活動を２件以上行った。
・当該発注課所※３２の求めによる災害防止活動等。
・国土交通省との協定又は求めによる、当該発注課所※３２管内で
の災害防止活動等。

2.0

過去２年度間※２に下記のいずれかの活動を１件行った。
・当該発注課所※３２の求めによる災害防止活動等。
・国土交通省との協定又は求めによる、当該発注課所※３２管内で
の災害防止活動等。

1.0

上記に該当しない。 0

イ（イ）災害防止活動等の実績≪評価基準、配点は地域担手型・実績重視型・施策チャレンジ型の例≫

※１ 評価となる災害防止活動等は、補則「災害防止活動等一覧」のとおりとする。
なお、市町村の求めによる活動実績は評価対象としない。建築工事等においては、実績が少ないこと

から原則選択しない。
※２ 「過去２年度間」の記述は、発注者が必要に応じて設定できるものとする。
※３２ 「当該発注課所」の記述は、発注者が必要に応じて設定できるものとする。
※４３ 活動日が２年度間に跨る場合には、当該活動の初年度の活動を評価する。

【令和５年度の改訂】
災害防止活動を迅速に評価するため、評価対象期間を必要に応じて設定できるように変更する



災害復旧工事契約実績の削除
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コ（カ）災害復旧工事契約実績

※１ 標準パッケージの土木Ⅰ型・土木Ⅱ型、特定課題パッケージの若手育成型・地域担手型
・施策チャレンジ型においては、特例として選択評価項目とする。

※２ 発注者は、必要な期間を任意設定することができる。
※３ 災害復旧工事契約実績は、公告日までに完了した工事とする。

【令和５年度の改訂】
台風第１９号に係る災害復旧工事の不調不落対策として暫定的に運用してきたことを踏まえ、
制度の冗長化を避けるため廃止する

評価項目 評価基準 配点
（カ）災害復旧
工事契約
実績※１

過去2年度間※２に県との災害復旧工事契約実績※３がある。 1.0

上記に該当しない。 0

○対象となる災害復旧工事
災害復旧工事とは、「公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法」又は「農林水産業施設災害

復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律」の適用を受けた工事とする。
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評価項目 評価基準 配点
カ）継続教育
（CPD）への取
組※１、※２

過去１３年度間※３のいずれかの年度に、各団体等が推奨する
単位以上を取得している。 1.0

過去１３年度間※３のいずれかの年度に、各団体等が推奨する
単位の1/2以上（かつ推奨単位未満）を取得している。 0.5

上記に該当しない。 0

カ）継続教育（CPD）への取組

※１ 過去に在籍していた会社での継続教育も評価対象とする。
※２ 推奨単位を定めている団体等の継続教育（CPD）を評価対象とする。
※３ ガイドラインVer.17に限り特例として過去３年度間のうち、いずれかの年度に取得した単位の

評価とする。

【令和５年度の改訂】
新型コロナウィルス感染拡大に伴う特例措置を廃止し、過去１年度間に取得した単位を評価する。

埼玉県彩の国埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

継続教育（CPD）への取組
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評価項目 評価基準 配点
（ア）インターン
シップ等の受入
れ実績

過去２３年度間に、連続した３日以上のインターンシップの受入
れ実績がある。 1.0

過去２３年度間に、短期（３日未満）のインターンシップ又は現
場見学会の受入れ実績がある。 0.5

上記に該当しない。 0

サ（ア）インターンシップ等の受入れ実績

【令和５年度の改訂】
新型コロナウィルス感染拡大に伴う特例措置を廃止し、過去２年度間に取得した単位を評価する。

インターンシップ等の受入れ実績


